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 調査結果（学校） 

 回答者の属性 

（１） 回答者の役職 

 

図表ー１０７  回答者の役職 

 

 
 

 

（２） 学校規模 

 

図表ー１０８  在籍者数（小学校５年生の在籍者数） 

 

 
 

 

図表ー１０９  在籍者数（小学校６年生の在籍者数） 

 

  

単位：件

 
 
全
 
 
体

校
長

教
頭

主
幹
教
諭

養
護
教
諭

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

（
Ｓ
Ｃ
）

そ
の
他

無
回
答

9 8      -      -      -      -      - 1

単位：人

 
 
全
 
 
体

 
 
平
 
 
均

 
 
最
小
値

 
 
最
大
値

7 38 22 65

単位：人

 
 
全
 
 
体

 
 
平
 
 
均

 
 
最
小
値

 
 
最
大
値

7 34 12 57
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図表ー１１０  在籍者数（中学１年生の在籍者数） 

 

 
 

 

 

図表ー１１１  在籍者数（中学２年生の在籍者数） 

 

 
 

 

 

図表ー１１２  在籍者数（中学３年生の在籍者数） 

 

 
 

  

単位：人

 
 
全
 
 
体

 
 
平
 
 
均

 
 
最
小
値

 
 
最
大
値

2 128 102 154

単位：人

 
 
全
 
 
体

 
 
平
 
 
均

 
 
最
小
値

 
 
最
大
値

2 121 110 132

単位：人

 
 
全
 
 
体

 
 
平
 
 
均

 
 
最
小
値

 
 
最
大
値

2 136 121 151



第４章 調査結果（学校） 

72 

 

 ＳＣの派遣・配置状況 

 

 

ＳＣの派遣・配置状況について聞いたところ、「その他」（6件）の件数が最も多く、次いで「週に

１日程度派遣・配置している」（2件）となっている。「その他」の内容としては、「月に1回程度派

遣・配置している」という内容の回答が多くを占めている。 

 

 

図表ー１１３  ＳＣの派遣・配置状況 

 

 
 

 

 

 校内で共有している子どものケース 

 

 

 校内で共有している子どものケースについて聞いたところ、「学校を休みがちである」、「遅刻や

早退が多い」、「精神的な不安定さがある」（すべて9件）の件数が最も多くなっている。 

 

 

図表ー１１４  校内で共有している子どものケース 

 

 
  

単位：件

 
 
全
 
 
体

週
に
２
日
～
４
日
派
遣
・

配
置
し
て
い
る

週
に
１
日
程
度
派
遣
・
配

置
し
て
い
る

そ
の
他

派
遣
・
配
置
し
て
い
な
い

無
回
答

9      - 2 6      - 1

単位：件

 
 
全
 
 
体

学
校
を
休
み
が
ち
で
あ
る

遅
刻
や
早
退
が
多
い

保
健
室
で
過
ご
し
て
い
る

こ
と
が
多
い

精
神
的
な
不
安
定
さ
が
あ

る 身
だ
し
な
み
が
整
っ
て
い

な
い

学
力
が
低
下
し
て
い
る

宿
題
や
持
ち
物
の
忘
れ
物

が
多
い

保
護
者
の
承
諾
が
必
要
な

書
類
等
の
提
出
遅
れ
や
提

出
忘
れ
が
多
い

学
校
に
必
要
な
も
の
を
用

意
し
て
も
ら
え
な
い

部
活
を
途
中
で
や
め
て
し

ま
っ
た

修
学
旅
行
や
宿
泊
行
事
等

を
欠
席
す
る

校
納
金
が
遅
れ
る
、
未
払

い そ
の
他

無
回
答

9 9 9 7 9 7 6 6 4 2 1 3 7 2      -

問４ ＳＣの派遣・配置状況をお教えください。 

問５ 下記の子どもについて校内で共有しているケースはありますか。 
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 情報共有・対応の検討体制 

 

 

 

 情報共有・対応の検討体制について聞いたところ、「不登校のケースに関する校内の検討体制で

検討している」（6件）の件数が最も多く、次いで「不登校以外のケースに関する校内の検討体制で

検討している」（2件）となっている。 

 

 

図表ー１１５  情報共有・対応の検討体制 

 

 
 

 

 情報共有・対応の検討方法 

 

 

 

 

「不登校の子どものケースに関する校内の検討体制で検討している」、「不登校以外の子どものケ

ースに関する校内の検討体制で検討している」と回答した学校に、情報共有・対応の検討の方法に

ついて聞いたところ、「ケース会議」（5件）の件数が最も多く、次いで「その他」（4件）、「生活指導

部会など」（3件）となっている。 

 

 

図表ー１１６  情報共有・対応の検討方法 

 

  

単位：件

 
 
全
 
 
体

不
登
校
の
ケ
ー
ス
に
関
す

る
校
内
の
検
討
体
制
で
検

討
し
て
い
る

不
登
校
以
外
の
ケ
ー
ス
に

関
す
る
校
内
の
検
討
体
制

で
検
討
し
て
い
る

個
別
に
対
応
し
て
い
る

（
決
ま
っ
た
検
討
体
制
は

な
い
）

無
回
答

9 6 2      - 1

単位：件

 
 
全
 
 
体

学
年
部
会

ケ
ー
ス
会
議

生
活
指
導
部
会
な
ど

児
童
生
徒
理
解
・
支
援

シ
ー
ト
な
ど
共
通
様
式
に

よ
る
情
報
共
有

調
整
役
と
し
て
活
動
す
る

教
職
員
の
配
置
・
指
名

そ
の
他

無
回
答

8 1 5 3 1 1 4      -

問６ 問５のケースについて、どのような体制で情報共有・対応の検討を行っていますか。 

   最も多いケースでご回答ください。 

問７（１） 問６で「１．不登校の子どものケースに関する校内の検討体制で検討している」、

「２．不登校以外の子どものケースに関する校内の検討体制で検討している」と

回答した方にお伺いします。情報共有・対応の検討の方法をお答えください。 
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 会議に参加している教職員 

 

 

 

情報共有・対応の検討方法について、「学年部会」、「ケース会議」、「生活指導部会など」、「その

他」と回答した学校に、参加している教職員を聞いた結果は以下のとおり。 

 

図表ー１１７  会議の参加者 

 

 
 

 

 会議の頻度 

 

 

 

情報共有・対応の検討方法について、「学年部会」、「ケース会議」、「生活指導部会など」、「その

他」と回答した学校に、会議の頻度について聞いた結果は以下のとおり。 

 

図表ー１１８  会議の頻度 

 

  

単位：件

  
 
全
 
 
体

校
長

教
頭

学
年
主
任

担
任
教
諭

生
活
指
導
教
諭

養
護
教
諭

Ｓ
Ｃ

外
部
の
関
係
機
関

そ
の
他

無
回
答

学年部会 1      -      -      - 1      -      -      -      -      -      -

ケース会議 5 4 3      - 5 2 3 1 2      -      -

生活指導部会など 3 3 3 1 2 2 3 1      -      -      -

その他 4 4 3 2 2 3 4 3 2      -      -

単位：件

  
 
全
 
 
体

毎
週

２
週
間
に
１
回
程
度

月
に
１
回
程
度

半
年
に
１
回
程
度

年
に
１
回
程
度

適
宜

無
回
答

学年部会 1      - 1      -      -      -      -      -

ケース会議 5 1      - 1      -      - 3      -

生活指導部会など 3 1      - 2      -      -      -      -

その他 4 3      - 1      -      -      -      -

問７（２） 問７（１）で「１．学年部会」、「２．ケース会議」、「３．生活指導部会など」、「６．

その他」と回答した方にお伺いします。どの教職員が参加していますか。 

問７（２） 問７（１）で「１．学年部会」、「２．ケース会議」、「３．生活指導部会など」、「６．

その他」と回答した方にお伺いします。会議の頻度はどれくらいですか。 
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 情報共有・対応の検討の体制・方法（自由記述） 

 

 

 

情報共有・対応の検討の体制・方法についての自由記述は以下のとおり。 

 

 

図表ー１１９  情報共有・対応の検討の体制・方法（自由記述） 

 

※原文掲載を基本としつつ、一部編集の上掲載 
内容 学校種別 

校長、教頭、教務、養護教諭が中心となって情報を収集し、必要に応じて担任等をまじえて、対応の検

討を行っている。定例の打合せは月 1 回程度で、何かあれば臨時で設定している。 
小学校 

毎週月曜日夕方の連絡会で現在気になる様子の子について、担任から報告をしてもらっている。そこ

で出てきた児童について、個別の対応が必要と考えられた時は、担任、管理職等の関係職員が集まり、

今後の対応や役割を検討している。 

小学校 

毎月、児童に生活アンケートを実施し、気になる内容の児童に聞きとりを行う。聞きとりでわかった

問題を、毎月のいじめ不登校対策委員会にかけて対応について話し合う。 

学期に 1 回、保護者にも子どもの気になることについてのアンケートを実施している。気になること

に関しては、電話で内容をうかがうか家庭訪問を行うかで聞きとっている。そして毎月のいじめ不登

校対策委員会で話し合う。 

小学校 

全員に周知、徹底させるために、連絡会の中で行っている。 小学校 

生徒指導担当者から、欠席・遅刻のデータの提示による欠席状況の共有と検討。 

担任から、学校での様子、家庭訪問での様子を説明し、情報共有と検討。 

家庭からの連絡や欠席が増えている状況、表情の変化、気になる行動がある時、主に担任からの問題

提起により、ケース会議を行う。必要に応じて、外部機関への連絡と管理職からする。 

小学校 

毎週の教育相談部会に各学年の担当が参加し情報の共有と対応を協議。得た情報や対応を担当から各

学年教職員に報告している。 
中学校 

担任及び学年部-生徒指導部-教育相談部会 

⇔教育相談（定期テスト毎に）、生活アンケート（月 1 回）、いじめアンケート（学期 1 回） 

⇔生徒 

中学校 

 

 

 

 外部の支援につないでいない理由 

 

 

 

 

 

本設問の回答対象者はなし。 

 

  

問８ 貴校ではどのような体制・方法で情報共有・対応の検討を行っていますか。 

関わる教職員、情報共有や検討の方法について、具体的にお教えください。 

問９ 問６で「個別に対応している（決まった検討体制はない）」と回答した方にお伺いします。

問５のケースについて、貴校ではどのような体制・方法で情報共有・対応の検討を行っ

ていますか。関わる教職員、情報共有や検討の方法、頻度等について、具体的にお教えく

ださい。 
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 学校以外の関係機関との連携体制 

 

 

 

 

学校以外の関係機関との連携体制の有無について聞いたところ、要保護児童対策地域協議会の登

録ケースにおいては、「ある」が6件、「特にない」が1件となっている。 

 不登校のケースにおいては、「ある」が7件、「特にない」が2件となっている。 

 それ以外のケースにおいては、「ある」が3件、「特にない」も3件となっている。 

 

 

図表ー１２０  学校以外の関係機関との連携体制の有無 

 

 
  

単位：件

  
 
全
 
 
体

あ
る

特
に
な
い

無
回
答

要保護児童対策地域協議会の登録ケース 9 6 1 2

不登校のケース 9 7 2      -

それ以外のケース 9 3 3 3

問１０ 問５のケースについて、学校以外の関係機関と連携して、必要に応じて情報共有や対

応の検討を行うための体制がありますか。それぞれのケースについてお答えください。

また、連携体制がある場合は、連携する関係機関を選択肢からお選びください。 
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連携体制のある学校以外の関係機関について聞いたところ、要保護児童対策地域協議会の登録ケ

ースにおいては、「市福祉事務所子育て支援係」（6件）の件数が最も多く、次いで「児童相談所」（2

件）となっている。 

 不登校のケースにおいては、「市福祉事務所子育て支援係」（6件）の件数が最も多く、次いで「教

育センター」（5件）、「関係小学校・中学校・高等学校・教育委員会」（4件）となっている。 

それ以外のケースにおいては、「市福祉事務所子育て支援係」と「教育センター」（ともに3件）の

件数が最も多く、次いで「関係小学校・中学校・高等学校・教育委員会」と「社会福祉協議会」（と

もに2件）となっている。 

 

 

図表ー１２１  連携体制のある学校以外の関係機関 

 

 
  

単位：件

  
 
全
 
 
体

児
童
相
談
所

市
福
祉
事
務
所
子
育
て
支
援
係

市
保
健
部
門

市
そ
の
他
の
部
門

警
察
や
刑
事
司
法
関
係
機
関
（
少

年
院
、
保
護
観
察
所
な
ど
）

医
療
機
関

訪
問
看
護
事
業
所

関
係
小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学

校
・
教
育
委
員
会

保
育
園
・
幼
稚
園

教
育
セ
ン
タ
ー

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
・
適
応
指
導
教

室 障
が
い
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー

要保護児童対策地域協議会の登録ケース 6 2 6      - 1 1      -      - 1      - 1      -      -

不登校のケース 7 1 6      - 1      - 2      - 4 1 5 2      -

それ以外のケース 3 1 3      - 1      - 1      - 2      - 3 1      -

 障
が
い
者
相
談
支
援
事
業
所

障
が
い
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
（
ケ
ア
プ

ラ
ン
・
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

福
岡
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

弁
護
士
会

成
年
後
見
推
進
セ
ン
タ
ー

社
会
福
祉
協
議
会

民
生
委
員
・
主
任
児
童
委
員

子
ど
も
食
堂
な
ど
の
民
間
団
体
・

施
設

福
岡
県
外
国
人
相
談
セ
ン
タ
ー

そ
の
他

無
回
答

要保護児童対策地域協議会の登録ケース      -      -      -      -      -      -      - 1      - 1      -      -      -

不登校のケース      -      -      -      -      -      -      - 2 3      -      -      -      -

それ以外のケース      -      -      -      -      -      -      - 2 1      -      -      -      -
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 ヤングケアラーという概念の認識 

 

 

ヤングケアラーという概念の認識について聞いたところ、「言葉を知っており、学校として意識

して対応している」（8件）の件数が最も多く、次いで「言葉は知っているが、学校として特別な対

応はしていない」（1件）となっている。 

 

 

図表ー１２２  ヤングケアラーという概念の認識 

 

 
 

 

 

 ヤングケアラーの実態把握状況 

 

 

 

ヤングケアラーについて「言葉を知っており、学校として意識して対応している」と回答した学

校に、ヤングケラーの実態把握状況について聞いたところ、「把握している」（5件）の件数が最も多

く、次いで「該当する子どもはいない（これまでもいなかった）」（3件）となっている。 

 

 

図表ー１２３  ヤングケアラーの実態把握状況 

 

 
  

単位：件

 
 
全
 
 
体

言
葉
を
知
ら
な
い

言
葉
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
が
、

具
体
的
に
は
知
ら
な
い

言
葉
は
知
っ
て
い
る
が
、
学
校
と

し
て
は
特
別
な
対
応
を
し
て
い
な

い 言
葉
を
知
っ
て
お
り
、
学
校
と
し

て
意
識
し
て
対
応
し
て
い
る

無
回
答

9      -      - 1 8      -

単位：件

 
 
全
 
 
体

把
握
し
て
い
る

該
当
す
る
子
ど
も
は
い
る
が
、
そ

の
実
態
は
把
握
し
て
い
な
い

該
当
す
る
子
ど
も
は
い
な
い
（
こ

れ
ま
で
も
い
な
か
っ
た
）

無
回
答

8 5      - 3      -

問１１ 貴校ではヤングケアラーという概念を認識していますか。 

問１２ 問１１で「４．言葉を知っており、学校として意識して対応している」と回答した方に

お伺いします。ヤングケアラーと思われる子どもの実態を把握していますか。 
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 ヤングケアラーの把握方法 

 

 

 

ヤングケアラーについて「把握している」と回答した学校に、ヤングケアラーの把握方法につい

て聞いたところ、「アセスメントシートやチェックリストなどのツールを用いている」と「特定のツ

ールはないが、児童生徒や保護者の話や様子から把握している」（ともに2件）の件数が最も多く、

次いで「その他」（1件）となっている。「その他」の内容は、「いじめ対策の個人面談で、家庭で困

ったことはないかについても詳しく尋ねている」というものである。 

 

図表ー１２４  ヤングケアラーの把握方法 

 

 
 

 

 ヤングケアラーの実態把握において工夫・苦慮していること（自由記述） 

 

 

 

 ヤングケアラーの実態把握において工夫・苦慮していることについての自由記述は以下のとお

り。 

 

図表ー１２５  ヤングケアラーの実態把握において工夫・苦慮していること（自由記述） 

 

※原文掲載を基本としつつ、一部編集の上掲載 
内容 学校種別 

保護者へのはたらきかけが難しいので、市の子育て支援係に相談している。 小学校 

子ども本人がお手伝いをするのは当たり前だと思っているところがあるので、保護者のことが悪いイ

メージで伝わらないように気を配る必要がある。 

学校で本人から話を聞くよりも、子育て支援係の人が家の中のサポートに入ることで本当のことが初

めて分かることが多い。学校は、知らない雰囲気のまま、子どもに接し、制服の替えや必要な物があ

れば、子育て支援係を通して渡すようにしている。 

小学校 

子どもの状況を把握するため、家庭の状況に立ち入った質問をすることを保護者が嫌がり、信頼関係

をつくることが難しく、正確に状況がつかめない。 
小学校 

家庭のことなので、学校がどこまで関わっていいのか難しい。だからこそ関係機関との協力が不可欠

と考える。 
中学校 

保護者への働きかけが難しい。 中学校 

  

単位：件

 
 
全
 
 
体

ア
セ
ス
メ
ン
ト
シ
ー
ト
や
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
な
ど
の
ツ
ー
ル
を
用
い

て
い
る

特
定
ツ
ー
ル
は
な
い
が
、
生
徒
や

保
護
者
の
話
や
様
子
か
ら
把
握
し

て
い
る

そ
の
他

無
回
答

5 2 2 1      -

問１３ 問１２で「１．把握している」と回答した方にお伺いします。ヤングケアラーと思われ

る子どもをどのように把握していますか。 

問１４ 問１２で「１．把握している」と回答した方にお伺いします。ヤングケアラーの実態把

握に取り組む際に工夫していること・難しいことについて、具体的にお教えください。 
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 ヤングケアラーと思われる子どもの有無 

 

 

ヤングケアラーと思われる子どもの有無について聞いたところ、「いる」が4件、「いない」が4件、

「分からない」が1件となっている。 

 

 

図表ー１２６  ヤングケアラーと思われる子どもの有無 

 

 
 

 

 

 ヤングケアラーと思われる子どもの状況 

 

 

 

ヤングケアラーと思われる子どもが「いる」と回答した学校に、ヤングケアラーと思われる子ど

もの状況について聞いたところ、「家族の代わりに、幼いきょうだいの世話をしている」（4件）の件

数が最も多く、次いで「家族の代わりに、障がいや病気のあるきょうだいの世話をしている」（1件）

となっている。 

 

 

図表ー１２７  ヤングケアラーと思われる子どもの状況 

 

 
  

単位：件

 
 
全
 
 
体

い
る

い
な
い

分
か
ら
な
い

無
回
答

9 4 4 1      -

単位：件

 
 
全
 
 
体

障
が
い
や
病
気
の
あ
る
家
族
に
代

わ
り
、
家
事
を
し
て
い
る

家
族
の
代
わ
り
に
、
幼
い
き
ょ
う

だ
い
の
世
話
を
し
て
い
る

家
族
の
代
わ
り
に
、
障
が
い
や
病

気
の
あ
る
き
ょ
う
だ
い
の
世
話
を

し
て
い
る

目
を
離
せ
な
い
家
族
の
見
守
り
や

声
が
け
を
し
て
い
る

家
族
の
通
訳
を
し
て
い
る
（
日
本

語
や
手
話
な
ど
）

家
計
を
支
え
る
た
め
に
働
き
、
障

が
い
や
病
気
の
あ
る
家
族
を
助
け

て
い
る

ア
ル
コ
ー
ル
・
薬
物
・
ギ
ャ
ン
ブ

ル
な
ど
問
題
の
あ
る
家
族
に
対
応

し
て
い
る

病
気
の
家
族
の
看
病
を
し
て
い
る

障
が
い
や
病
気
の
あ
る
家
族
の
身

の
回
り
の
世
話
を
し
て
い
る

障
が
い
や
病
気
の
あ
る
家
族
の
入

浴
や
ト
イ
レ
の
介
助
を
し
て
い
る

そ
の
他

無
回
答

4      - 4 1      -      -      -      -      -      -      -      -      -

問１５ 現在、貴校にヤングケアラーと思われる（可能性も含めて）子どもはいますか。 

問１６（１） 問１５で「１．いる」と回答した方にお伺いします。ヤングケアラーと思われる

子どもの状況は下記のうちどれですか。 
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 外部の支援につないだケースの有無 

 

 
 
 
 
 

ヤングケアラーと思われる子どもが「いる」と回答した学校に、外部の支援につないだケースの

有無について聞いたところ、「市福祉事務所子育て支援係に通告したケースがある」（3件）の件数

が最も多く、次いで「市福祉事務所子育て支援係以外の外部の支援につないだケースがある」（1件）

となっている。 

 

 

図表ー１２８  外部の支援につないだケースの有無 

 

 
 

 

 

 外部の支援につないでいない理由 

 

 

 

本設問の回答対象者はなし。 

 

 

 

 

  

単位：件

 
 
全
 
 
体

市
福
祉
事
務
所
子
育
て
支
援
係
に

通
告
し
た
ケ
ー
ス
が
あ
る

市
福
祉
事
務
所
子
育
て
支
援
係
以

外
の
外
部
の
支
援
に
つ
な
い
だ

ケ
ー
ス
が
あ
る

外
部
の
支
援
に
は
つ
な
い
で
い
な

い
（
学
校
内
で
対
応
し
て
い
る
）

分
か
ら
な
い

無
回
答

4 3 1      -      -      -

問１６（２） 問１５で「１．いる」と回答した方にお伺いします。ヤングケアラーと思われる

子どもについて、具体的に学校以外の外部（教育委員会、市役所、要保護児童対

策地域協議会など）の支援につないだケースはありますか。平成２７年以降でお

答えください。 

問１７ 問１６（２）で「３．外部の支援にはつないでいない（学校内で対応している）」と回

答した方にお伺いします。その理由を教えてください。 
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 ヤングケアラーと思うわれる子どもの有無 

 

 

 

ヤングケアラーと思われる子どもがいるか「わからない」と回答した学校に、理由を聞いたとこ

ろ、「その他」が１件で、その内容は「ヤングケアラーかどうかの判断が難しい」というものとなっ

ている。 

 

 

図表ー１２９  ヤングケアラーと思われる子どもがいるかわからない理由 

 

 
 

 

 

 ヤングケアラーを支援するために必要だと思うこと 

 

 

ヤングケアラーを支援するために必要だと思うことについて聞いたところ、「子どもが教職員に

相談しやすい関係をつくること」（9件）の件数が最も多く、次いで「子ども自身がヤングケアラー

について知るための教育・啓発」と「保護者がヤングケアラーについて知るための啓発・情報提供」

（ともに8件）となっている。 

 

 

図表ー１３０  ヤングケアラーを支援するために必要だと思うこと 

 

 
  

単位：件

 
 
全
 
 
体

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
概
念
や
支
援

対
象
と
し
て
の
認
識
が
不
足
し
て

い
る

緊
急
度
が
高
く
な
い
た
め
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
の
実
態
把
握
が
後
回
し

に
な
る

家
族
内
の
こ
と
で
問
題
が
表
に
出

に
く
く
、
実
態
の
把
握
が
難
し
い

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
子
ど
も
自
身

や
そ
の
家
族
が
問
題
を
認
識
し
て

い
な
い

そ
の
他

無
回
答

1      -      -      -      - 1      -

単位：件

 
 
全
 
 
体

子
ど
も
自
身
が
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

に
つ
い
て
知
る
た
め
の
教
育
・
啓

発 保
護
者
が
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ

い
て
知
る
た
め
の
啓
発
・
情
報
提

供 教
職
員
が
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ

い
て
知
る
こ
と

学
校
に
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
が
何
人

い
る
か
把
握
す
る
こ
と

Ｓ
Ｓ
Ｗ
や
Ｓ
Ｃ
な
ど
の
専
門
職
の

配
置
が
充
実
す
る
こ
と

子
ど
も
が
教
職
員
に
相
談
し
や
す

い
関
係
を
つ
く
る
こ
と

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て
検
討

す
る
組
織
を
校
内
に
つ
く
る
こ
と

学
校
に
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
本
人
や

保
護
者
が
相
談
で
き
る
窓
口
が
あ

る
こ
と

学
校
が
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
支
援

に
つ
い
て
相
談
で
き
る
機
関
が
あ

る
こ
と

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
を
支
援
す
る
Ｎ

Ｐ
Ｏ
な
ど
の
団
体
が
増
え
る
こ
と

福
祉
と
教
育
の
連
携
を
進
め
る
こ

と そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

9 8 8 7 6 6 9 4 4 5      -      -      -      -      -

問１９ ヤングケアラーを支援するために、必要だと思うことはどのようなことですか。 

問１８ 問１５で「３．分からない」と回答した方にお伺いします。その理由を教えてくださ

い。 
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 ヤングケアラーの対応をする上で課題だと思うこと 

 

 

ヤングケアラーの対応をする上で課題だと思うことについて聞いたところ、「ヤングケアラーで

ある子どもやその家族が問題を認識していない」（6件）の件数が最も多く、次いで「ヤングケアラ

ーの子どもに関する実態の把握が困難である」（5件）、「学校においてヤングケアラーの概念や支援

対象としての認識が不足している」（2件）となっている。 

 

 

図表ー１３１  ヤングケアラーの対応をする上で課題だと思うこと 

 

 
 

  

単位：件

 
 
全
 
 
体

学
校
に
お
い
て
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

の
概
念
や
支
援
対
象
と
し
て
の
認

識
が
不
足
し
て
い
る

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
子
ど
も
に
関

す
る
実
態
の
把
握
が
困
難
で
あ
る

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
で
あ
る
子
ど
も

や
そ
の
家
族
が
問
題
を
認
識
し
て

い
な
い

そ
の
他

無
回
答

9 2 5 6 1      -

問２０ 学校でヤングケアラーの対応をする上で、課題だと思うことはどのようなことですか。 
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 学校で今後取り組み可能なこと 

 

 

 

学校で今後取り組み可能なことについて聞いたところ、「教職員に対するヤングケアラーについ

ての研修」（9件）の件数が最も多く、次いで「子ども自身へのヤングケアラーについての啓発」（8

件）、「保護者に対するヤングケアラーについての啓発・情報提供」と「学校内のヤングケアラーの

把握」（ともに7件）となっている。 

 

 

図表ー１３２  学校で今後取り組み可能なこと 

 

 
 

 

 

 

 

 

学校で今後取り組み可能なことの中から優先して取り組みたいことについて聞いたところ、優先

順位１位では「教職員に対するヤングケアラーについての研修」と「学校内のヤングケアラーの把

握」（ともに3件）の件数が最も多く、次いで「子どもが教職員に相談しやすい関係の構築」（2件）

となっている。 

 

 

図表ー１３３  優先して取り組みたいこと 

 

 
  

単位：件

 
 
全
 
 
体

子
ど
も
自
身
へ
の
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
に
つ
い
て
の
啓
発

保
護
者
に
対
す
る
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
に
つ
い
て
の
啓
発
・
情
報
提

供 教
職
員
に
対
す
る
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
に
つ
い
て
の
研
修

学
校
内
の
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
把

握 Ｓ
Ｓ
Ｗ
や
Ｓ
Ｃ
な
ど
の
専
門
職
の

配
置
推
進

子
ど
も
が
教
職
員
に
相
談
し
や
す

い
関
係
の
構
築

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て
検
討

す
る
組
織
を
校
内
に
つ
く
る
こ
と

学
校
に
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
本
人
や

保
護
者
が
相
談
で
き
る
窓
口
の
設

置 ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
を
支
援
す
る
Ｎ

Ｐ
Ｏ
な
ど
と
の
連
携

福
祉
に
関
す
る
外
部
機
関
と
の
連

携 そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

9 8 7 9 7 6 6 2 4      - 2      -      -      -

単位：件

  
 
全
 
 
体

子
ど
も
自
身
へ
の
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
に
つ
い
て
の
啓
発

保
護
者
に
対
す
る
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
に
つ
い
て
の
啓
発
・
情
報
提

供 教
職
員
に
対
す
る
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
に
つ
い
て
の
研
修

学
校
内
の
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
把

握 Ｓ
Ｓ
Ｗ
や
Ｓ
Ｃ
な
ど
の
専
門
職
の

配
置
推
進

子
ど
も
が
教
職
員
に
相
談
し
や
す

い
関
係
の
構
築

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て
検
討

す
る
組
織
を
校
内
に
つ
く
る
こ
と

学
校
に
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
本
人
や

保
護
者
が
相
談
で
き
る
窓
口
の
設

置 ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
を
支
援
す
る
Ｎ

Ｐ
Ｏ
な
ど
と
の
連
携

福
祉
に
関
す
る
外
部
機
関
と
の
連

携 そ
の
他

無
回
答

優先順位１位 9 1      - 3 3      - 2      -      -      -      -      -      -

優先順位２位 9 2 2 2      -      - 3      -      -      -      -      -      -

優先順位３位 9 2 2 2      - 1      -      - 1      - 1      -      -

問２１ ヤングケアラーを支援するにあたって、学校で、今後取り組み可能なことはどのよう

なことですか。 

問２１（１） 問２１について現場として優先して取り組みたいと思っている項目を優先順位

が高い方から３つお教えください。 
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 学校が連携を強化していく必要がある機関 

 

 

 

学校が連携を強化していく必要がある機関について聞いたところ、「市福祉事務所子育て支援係」

（9件）の件数が最も多く、次いで「民生委員・主任児童委員」（7件）、「社会福祉協議会」（6件）と

なっている。 

 

 

図表ー１３４  学校が連携を強化していく必要がある機関 

 

 
 

 

  

単位：件

 
 
全
 
 
体

児
童
相
談
所

市
福
祉
事
務
所
子
育
て
支
援
係

市
保
健
部
門

市
そ
の
他
の
部
門

警
察
や
刑
事
司
法
関
係
機
関
（
少

年
院
、
保
護
観
察
所
な
ど
）

医
療
機
関

訪
問
看
護
事
業
所

関
係
小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学

校
・
教
育
委
員
会

保
育
園
・
幼
稚
園

教
育
セ
ン
タ
ー

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
・
適
応
指
導
教

室 障
が
い
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー

9 5 9 3      -      - 1      - 5 3 5 2      -

障
が
い
者
相
談
支
援
事
業
所

障
が
い
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
（
ケ
ア
プ

ラ
ン
・
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

福
岡
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

弁
護
士
会

成
年
後
見
推
進
セ
ン
タ
ー

社
会
福
祉
協
議
会

民
生
委
員
・
主
任
児
童
委
員

子
ど
も
食
堂
な
ど
の
民
間
団
体
・

施
設

福
岡
県
外
国
人
相
談
セ
ン
タ
ー

そ
の
他

無
回
答

     -      -      -      - 1      -      - 6 7 1      -      -      -

問２２ ヤングケアラーを支援するために、学校が今後、連携を強化していく必要があると思

う機関について教えてください。 
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学校が連携を強化していく必要がある機関の中から優先して連携強化したい機関について聞い

たところ、優先順位１位では「市福祉事務所子育て支援係」（7件）の件数が最も多く、次いで「関

係小学校・中学校・高等学校・教育委員会」と「教育センター」（ともに1件）となっている。 

 

 

図表ー１３５  優先して連携強化したい機関 
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全
 
 
体

児
童
相
談
所

市
福
祉
事
務
所
子
育
て
支
援
係

市
保
健
部
門

市
そ
の
他
の
部
門

警
察
や
刑
事
司
法
関
係
機
関
（
少

年
院
、
保
護
観
察
所
な
ど
）

医
療
機
関

訪
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看
護
事
業
所

関
係
小
学
校
・
中
学
校
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高
等
学

校
・
教
育
委
員
会

保
育
園
・
幼
稚
園

教
育
セ
ン
タ
ー

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
・
適
応
指
導
教

室 障
が
い
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー

優先順位１位 9      - 7      -      -      -      -      - 1      - 1      -      -

優先順位２位 9 1 1      -      -      -      -      - 1 1      -      -      -

優先順位３位 9 1 1      -      -      -      -      - 1      - 2      -      -
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相
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支
援
事
業
所
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が
い
者
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祉
サ
ー
ビ
ス
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業
所

（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
（
ケ
ア
プ

ラ
ン
・
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

福
岡
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

弁
護
士
会

成
年
後
見
推
進
セ
ン
タ
ー

社
会
福
祉
協
議
会

民
生
委
員
・
主
任
児
童
委
員

子
ど
も
食
堂
な
ど
の
民
間
団
体
・

施
設

福
岡
県
外
国
人
相
談
セ
ン
タ
ー

そ
の
他

無
回
答

優先順位１位      -      -      -      -      -      -      -      -      -      -      -      -      -

優先順位２位      -      -      -      -      -      -      - 5      -      -      -      -      -

優先順位３位      -      -      -      - 1      -      -      - 2      -      -      - 1

問２２（１） 問２２について現場として優先して連携強化していきたいと思っている機関を

優先順位が高い方から３つお教えください。 
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 自由意見 

 

 

 

ヤングケアラーに関する意見・提案・要望についての自由記述は以下のとおり。 

 

 

図表ー１３６  自由意見 

 

※原文掲載を基本としつつ、一部編集の上掲載 
内容 学校種別 

子どもは親のため家族のためにすることは当たり前だとやはり思う。それをヤングケアラーだと手を

あげることは、とても難しいと思う。家族も知っていても頼らざるを得ない状況だと思うので、福祉、

各地区の民生委員さん等と学校が連携していかなければ、明らかにならないと思う。 

小学校 

把握や対応が難しい問題ですので関係機関と連携し解決に向けて取り組むべきと考えます。 小学校 

子ども自身へのヤングケアラーについての啓発について、人権擁護委員協議会の方がかかわっていた

だけたらと考えました。 
小学校 

気づいた人が、行動すること、どこにどう相談したらよいのか周知することが大切だと思います。 中学校 

 

  

問２３ ヤングケアラーに関して、ご意見・ご提案・ご要望等あればご自由にお答えください。 


